
ともに挑戦 ともに感動 ともに笑顔 自然と夢のあるビッグハートタウン

22 世紀の理
ふ る さ と

想郷 吉備中央町

人口のうごき 平成27年３月１日現在（　）は前月との増減

世　帯　5,494戸（－3）人　口　12,340人（－14）

●火　災　情　報　☎ 086-226-0119（現在の火災情報）
●岡山市内救急病院案内　☎ 086-231-0119（岡山市消防局の職員から管内の休日・夜間の救急病院案内・診察情報）

【編集発行】
吉備中央町企画課　〒 716-1192　岡山県加賀郡吉備中央町豊野 1-2　　☎ 0866-54-1314　  0866-54-1307
　　　　　　　　　ホームページ　http://www.town.kibichuo.lg.jp/　　 E-mail kikaku@town.kibichuo.lg.jp

この広報紙は自然保護のため再生紙を使用しています。

火災・救急
テレホンガイド

男　5,914人（＋１）
女　6,426人（－15）

ご寄附に感謝します 育英資金（敬称略）

香典返し（金一封） 小山　サチコ（豊岡下）　　大樫　信子（尾原）

豊野支部
　２月５日、栄養委員主催による、男の料理教室に参加させていただきました。
４つのグループに分かれ、それぞれ準備された材料を手際よく料理していきま
した。
　参加者の中には「初めて人参やこんにゃくをきざんだ」という人や、「おにぎ
りが三角にならん」と丸いおにぎりができたりと苦戦していましたが、出来上がっ

てみると味は上々の個性豊かな料理になりまし
た。
　参加者は、同年代の男性同士の交流を深め
るとともに、食を通して、あらためて健康につ
いて考える良い機会となったようです。今後も愛育委員として、高齢者の健康で自
立した暮らしを支援していきたいと思います。

  材　料   作り方
①キャベツはせん切りにする。
　盛り付け用のキャベツは、取り分けておく。
②①に塩がまんべんなく行き渡るように手でキャベツを

ギュッギュッと揉む。
③塩を十分に洗い流して、しっかり手で水気を絞っておく。
④肉を広げて等分したキャベツを乗せてきつめに手前から

クルクル巻く。
⑤小麦粉を薄くはたき、巻き終わりを下にして油を多めに

ひいたフライパンで中火にしてこんがりと焼き色をつけながら焼く。
⑥酒、しょうゆ、みりんを合わせた調味料をからめながら煮詰める。

春キャベツの豚肉巻き（2人分）料理名

エネルギー：305kcal　たんぱく質：38.0ｇ　カルシウム：68mg　食塩：4ｇ

下竹栄養委員からのおすすめ野菜料理
今月の旬の野菜春キャベツ

１日 350ｇ
両手１杯の緑黄色野菜
両手２杯の淡色野菜生活習慣病予防のために を摂りましょう

 栄養委員さんからのワンポイントアドバイス
＊キャベツを塩もみにすることで、シャキシャキ感が残り、とても美味しいです。

調味料は、酒：しょうゆ：みりん＝１：１：１をペットボトルに作っておくと
　簡単に調理ができます♪
★春キャベツの栄養
＊春キャベツは、葉の巻きがゆるく内部まで黄緑色した葉の柔らかいのが特徴で、みずみず

しくて甘味があります。
また、キャベツには胃炎や潰瘍の回復に効果があるといわれるビタミンＵの他、ビタミンＣやカルシウムも含まれています。
キャベツを切った時に、水にさらすとパリッとしますが、長時間さらしすぎるとビタミンCも流れ出てしまうのでほどほどに…。

愛育委員会活動報告
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キャベツ………………………………………1/2玉
しゃぶしゃぶ用の豚スライス………………… 10枚
小麦粉………………………………………… 適量
塩………………………………………………  適量
★酒………………………………………… 大さじ3
★しょうゆ…………………………………… 大さじ3
★みりん…………………………………… 大さじ3

広 報

2015

vol.126
４
vol.126

主な記事
・P02～特集 有害鳥獣から農作物を守りましょう
・P07～役場からのお知らせ
・P18～インフォメーション

【吉備中央町早春マラソン大会】
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町
内
に
お
け
る
被
害
状
況

野
生
動
物
の
種
類
ご
と
の

被
害
の
傾
向
　
　
　
　
　

　

農
産
物
に
つ
い
て
は
、
田
植
え
時
期
の
水

稲
苗
や
稲
刈
り
時
期
の
稲
穂
、
畑
の
野
菜
、

果
樹
が
食
べ
ら
れ
る
な
ど
多
く
の
被
害
が
出

て
い
ま
す
。

そ
の
ほ
か
に
も

•
樹
木
の
皮
は
ぎ

•
自
動
車
と
の
接
触
事
故

•�

あ
ぜ
や
、
た
め
池
等
の
斜
面
を
荒
ら
す
こ

と
に
よ
る
崩
落
の
危
険
性

な
ど
、
農
作
物
へ
の
被
害
だ
け
で
は
な
く
、

地
域
社
会
に
与
え
る
影
響
は
多
大
に
な
っ
て

き
て
い
ま
す
。

●
イ
ノ
シ
シ

　

町
内
全
域
に
お
い
て
、
年
間
を
通
し
て
農

地
へ
の
出
没
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、
春
先
の

タ
ケ
ノ
コ
被
害
に
始
ま
り
、夏
以
降
の
水
稲
・

野
菜
（
イ
モ
）
類
へ
の
食
害
や
踏
み
倒
し
、

ほ
場
の
掘
り
返
し
等
の
被
害
が
発
生
し
て
い

ま
す
。

　

鳥
獣
捕
獲
と
し
て
年
間
８
０
０
頭
前
後
捕

獲
し
て
い
ま
す
が
、
大
幅
な
頭
数
の
減
少
に

は
至
っ
て
い
ま
せ
ん
。

●
ニ
ホ
ン
ザ
ル

　

町
内
ほ
ぼ
全
域
で
被
害
が
発
生
し
て
お

り
、
今
ま
で
被
害
が
見
ら
れ
な
か
っ
た
地
域

に
も
生
息
地
域
が
拡
大
し
て
い
ま
す
。

　

30
～
50
頭
の
群
れ
で
出
没
し
、
野
菜
、
果

樹
な
ど
へ
の
被
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

近
年
、
民
家
周
辺
へ
も
出
没
す
る
な
ど
、

人
へ
の
被
害
も
今
後
心
配
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
ヌ
ー
ト
リ
ア

　

町
内
全
域
の
河
川
や
湖
沼
で
生
息
が
確
認

さ
れ
て
お
り
、
水
稲
被
害
が
主
で
す
が
、
野

菜
類
へ
の
被
害
も
発
生
し
て
い
ま
す
。

●
ハ
シ
ブ
ト
ガ
ラ
ス
・
ハ
シ
ボ
ソ
ガ
ラ
ス

　

町
内
全
域
に
お
い
て
、
年
間
を
通
し
て
収

穫
時
期
の
野
菜
、
果
樹
な
ど
を
中
心
に
被
害

が
発
生
し
て
い
ま
す
。

●
ニ
ホ
ン
ジ
カ

　

県
南
で
多
く
の
被
害
が
発
生
し
て
い
ま
し

た
が
、
近
年
、
町
内
に
お
い
て
も
生
息
地
域

が
徐
々
に
拡
大
し
て
い
ま
す
。

鳥獣の種類
被害の現状

品　目 被害面積、［　］は
被害金額

イノシシ 水稲・野菜など 56.6ha
［10,201千円］

ニホンザル 水稲・野菜・果樹 35.2ha
［6,712千円］

ヌートリア 水稲・野菜 2.9ha
［231千円］

ハシブトガラス
ハシボソガラス 野菜・果樹 8.9ha

[949千円 ]

ニホンジカ 水稲・野菜 0ha
[0千円 ]

被害の現状（平成25年度）

出典：吉備中央町鳥獣被害防止計画

有害鳥獣から農作物を
守りましょう
有害鳥獣から農作物を
守りましょう

　町内で増加する有害鳥獣による農産物への被害は増加傾向にあり、被害によって、生産者の営農意
欲が低下し、耕作放棄地が増加するなどの悪循環にもつながっています。
　今回の特集では、これから春の農繁期を迎え、有害鳥獣から大切な農作物を守るための対策などに
ついてご紹介します。

有害鳥獣による農作物被害を防ぐためには？
　有害鳥獣による農作物被害を減らすためには、家庭や地域において、農地や住宅地へ近づけさせない環境
を整えることが大切です。ここでは、被害の防止のために身近でできる取り組みをご紹介します。

● 休耕地や耕作放棄地は格好の隠れ場所になったり、
田畑への侵入口になったりするので、草刈りなど適
正な管理を行いましょう。

● 山際の草木の伐採や枝払いをし
て見通しを良くし、出てきにく
く、隠れにくい環境をつくりま
しょう。

● 集落や田畑をエサ場だと覚えさ
せないために、農作物の生育期
や収穫期だけでなく、年中追い
払いましょう。

● 出没当初から追い払いを行わないと、逃げない習慣
がついてしまいます。サルなどを見つけたら猟犬や
花火などを使って追い払いましょう。

● 野生動物にエサを与えてしまうと、人間への警戒心
を失わせ、人里への出没を助長し被害を拡大させる
ことになりますので、餌付けなどは行わないように
しましょう。

● 収穫しない農作物を畑に
放置しない。

● イチゴやトマトは害獣か
ら見えない側に果実がな
るように植え付けましょ
う。

● 野生鳥獣が好まない農作物で守りたい農作物を囲う
ように植えつける「嫌がらせ」も効果があります。

● 野生鳥獣が出没したら、屋外での農作物の保管をや
めましょう。

● 落穂や２番穂もエサになるので、稲刈りの終わった
田は早く耕しましょう。

● 生ゴミや野菜くずを田畑や山際に捨てない。捨てて
いる場合は、すぐに回収しましょう。

● お墓参りの際のお供え物は、いつまでも置かないよ
うにしましょう。

農地や集落に近づけない 農地をエサ場にしない

　農作物を守るには、農地の見通しをよくして野生動
物の隠れ場所を無くしたり、エサとなる収穫しない農
作物を畑に放置しないことはもちろんですが、防護柵
で野生動物の侵入を防ぐことも効果的です。

防護柵設置の基本３原則
①農作物の味を覚えさせない！
　農作物は野生動物にとって魅力的な食べものです。
　味を覚えたら執着します。
②潜り込める、飛び越せるとは思わせない！
　 柵の境目や柵と地面との間

にわずかな隙間があれば潜
り込まれ、柵が低ければ飛
び越えられて侵入を許して
しまいます。

　 防護柵の設置には、動物種
に応じた適切な種類と材質
を選び、効果的に設置することが大切です。

③しびれない電気柵は設置しない！
　電気柵はきちんと動作しているか確認しましょう。

防護柵を設置しましょう
　町では、イノシシ等による農作物被害防止のための、
電気柵、トタン・金網柵、防護ネット、防鳥ネットな
どの設置に対して補助を行っています。
　事前申請が必要となりますので、詳しくは農林課へ
お問い合わせください。

　野生動物による農作物被害の拡大防止のため、地元
猟友会の有害鳥獣駆除班の協力により、銃・わなによ
る駆除を実施しています。
　銃による一斉駆除の実施当日は、早朝より銃声等が
響くことが予想されますが、地区皆さまのご理解、ご
協力をよろしくお願いします。
※駆除の日程については、あらかじめ音声告知放送で
　お知らせします。

被害防止のため補助を行っています

有害鳥獣駆除にご協力ください

【お問い合わせ先】　農林課　林業振興班　☎０８６６－５４－１３１８
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■まちの話題 まちの話題
岡
山
県
学
校
安
全
推
進
学
校
表
彰

自
衛
隊
入
隊
者
激
励
会

企
業
と
協
働
の
森
づ
く
り
覚
書
調
印
式

吉
備
中
央
町
早
春
マ
ラ
ソ
ン
大
会

22
世
紀
の
理
想
郷（
ふ
る
さ
と
）

�
づ
く
り
講
演
会

　

１
月
29
日
、
岡
山
衛
生
会
館
（
岡
山
市
）
で
岡
山
県
学
校

安
全
推
進
学
校
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
吉
備
中
央
町
か
ら
は
大

和
小
学
校
が
受
賞
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
学
校
安
全
に
関
し
て
顕
著
な
業
績
を
上
げ
て
い

る
小
中
学
校
、
高
等
学
校
、
特
別
支
援
学
校
を
表
彰
し
て
い

る
も
の
で
す
。

　

同
校
は
、
長
年
に
わ
た
り
、
全
校
を
対
象
と
し
た
交
通
安

全
教
室
や
地
域
の
消
防
団
と
協
力
し
て
行
わ
れ
る
避
難
訓

練
、
５
年
生
を
対
象
と
し
た
学
校
薬
剤
師
に
よ
る
薬
物
教
室

な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

ま
た
、
登
下
校
の
見
守
り
や
登
下
校
ル
ー
ト
の
再
確
認
な

ど
、
校
外
に
お
い
て
も
児
童
の
安
全
に
関
す
る
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
、
学
校
や
地
域
、
家
庭
と
一
体
と
な
っ
た
特
色
あ

る
学
校
教
育
活
動
が
児
童
の
安
心
・
安
全
に
つ
な
が
っ
て
い

る
こ
と
が
評
価
さ
れ
、
今
回
の
受
賞
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。

　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

今
年
４
月
か
ら
、
陸
上
自
衛
官
候
補
生
と
し
て
山や

ま

本も
と

涼り
ょ
う

雅が

さ
ん
（
上
田
東
）、
海
上
自
衛
官
候
補
生
と
し
て
淺あ
さ

本も
と

大ひ
ろ

樹き

さ
ん
（
高
谷
）
が
入
隊
さ
れ
ま
す
。

　

入
隊
に
先
立
ち
、
２
月
９
日
に
賀
陽
庁
舎
で
、
平
成
26
年

度
吉
備
中
央
町
自
衛
隊
入
隊
者
激
励
会
が
行
わ
れ
、候
補
生
、

町
、
自
衛
隊
関
係
者
が
出
席
す
る
中
、
山
本
町
長
か
ら
激
励

の
言
葉
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
後
の
ご
活
躍
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

１
月
28
日
、賀
陽
庁
舎
で
、企
業
と
協
働
の
森
づ
く
り
「
岡

山
県
森
林
土
木
建
設
協
会
の
森
」
覚
書
調
印
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

こ
れ
は
、
環
境
問
題
へ
の
関
心
の
高
ま
り
を
背
景
に
、
森

林
の
果
た
す
二
酸
化
炭
素
吸
収
機
能
な
ど
の
役
割
が
注
目
さ

れ
る
中
、
町
内
に
あ
る
町
有
林
12
・
92　
ha
の
整
備
、
保
全
に

関
し
て
、
町
と
、
県
内
の
建
設
業
者
な
ど
が
組
織
す
る
岡
山

県
森
林
土
木
建
設
協
会
と
で
覚
書
を
締
結
す
る
こ
と
で
、
間

伐
の
費
用
が
５
年
間
寄
付
さ
れ
る
も
の
で
す
。

　

式
で
は
、
山
本
町
長
が
「
森
林
を
保
全
し
、
後
世
に
つ
な

げ
て
い
く
こ
と
が
、
環
境
に
も
寄
与
す
る
も
の
で
あ
る
と

思
っ
て
い
ま
す
。
今
回
の
協
会
か
ら
の
支
援
を
契
機
に
、
森

林
保
全
事
業
に
い
っ
そ
う
務
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」

と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
活
動
の
評
価
や
認
証
が
行
わ
れ
る
と
と
も
に
、

森
林
の
整
備
、
保
全
を
通
し
て
、
二
酸
化
炭
素
削
減
な
ど
に

貢
献
し
て
い
き
ま
す
。

　

２
月
８
日
、び
ほ
く
農
業
協
同
組
合
ピ
オ
ー
ネ
選
果
場（
上

竹
）
を
会
場
と
し
て
「
吉
備
中
央
町
早
春
マ
ラ
ソ
ン
大
会
」

（
吉
備
中
央
町
体
育
協
会
主
催
）
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
町
内
外
か
ら
マ
ラ
ソ
ン
愛
好
者
や
家
族
連
れ
な

ど
２
０
３
名
が
参
加
し
、
２
㎞
、
３
㎞
、
10
㎞
の
３
コ
ー
ス

を
小
学
生
以
下
と
中
学
生
以
上
の
男
女
に
分
か
れ
て
、
10
部

門
で
競
技
を
行
い
ま
し
た
。

　

ラ
ン
ナ
ー
は
、
田
園
風
景
の
中
で
ゴ
ー
ル
を
目
指
し
て
健

脚
を
競
い
ま
し
た
。

　

な
お
、
上
位
入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

【
２
㎞
コ
ー
ス
・
小
学
生
以
下
】

　

男
子　

１
位　

桑く
わ

村む
ら　

太た
い

陽よ
う

（
吉
川
）

　
　
　
　

２
位　

楢な
ら

嵜さ
き　

隆り
ゅ
う

都と

（
赤
磐
市
）

　
　
　
　

３
位　

石い
し

井い　

颯そ
う

馬ま

（
上
竹
）

　

女
子　

１
位　

古こ

好よ
し　

未み

侑ゆ

（
吉
川
）

　
　
　
　

２
位　

佐さ

藤と
う　

仁ひ
と

美み

（
岡
山
市
）

　
　
　
　

３
位　

延の
ぶ

原は
ら　

日ひ

和よ
り

（
備
前
市
）

【
２
㎞
コ
ー
ス
・
中
学
生
以
上
】

　

男
子　

１
位　

笹さ
さ

田だ　

拓た
く

弥や

（
上
野
）

　
　
　
　

２
位　

谷た
に

本も
と　

昇し
ょ
う

平へ
い

（
豊
野
）

　
　
　
　

３
位　

木き

村む
ら　

　

極は
る
か（

岡
山
市
）

　

女
子　

１
位　

横よ
こ

田た

アあ

ンん

ナな

（
上
竹
）

　
　
　
　

２
位　

梅う
め

津づ　

里り

奈な

（
上
竹
）

　
　
　
　

３
位　

高た
か

田た　

優ゆ
う

希き

（
上
竹
）

【
３
㎞
コ
ー
ス
・
小
学
生
以
下
】

　

男
子　

1
位　

森も
り

尾お　

岳が
く

叶と

（
上
竹
）

　
　
　
　

2
位　

波は

多た

野の

直な
お

人と

（
備
前
市
）

　
　
　
　

3
位　

髙た
か

谷や　

流り
ゅ
う

晟せ
い

（
竹
荘
）

　

女
子　

1
位　

國く
に

政ま
さ　

美み

里さ
と

（
岡
山
市
）

　
　
　
　

2
位　

野の

瀬せ　

羽う

未み

（
加
茂
市
場
）

　
　
　
　

3
位　

畠は
た

木き

かか

んん

なな

（
竹
荘
）

　

２
月
14
日
、
き
び
プ
ラ
ザ
で
22
世
紀
の
理
想
郷
（
ふ
る
さ

と
）
づ
く
り
講
演
会
「
吉
備
中
央
町
の
活
性
化
に
向
け
て
～

備
中
宇
治
彩
り
の
山
里
に
学
ぶ
～
」（
主
催
＝
町
定
住
促
進

課
）が
開
催
さ
れ
、町
内
外
か
ら
約
60
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
講
演
会
は
、
地
域
づ
く
り
の
身
近
な
取
り
組
み
を
学

び
、
今
後
の
活
動
に
役
立
て
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
開
催

さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

講
演
で
は
、
高
梁
市
宇
治
地
区
で
地
域
活
性
化
や
移
住
者

の
受
け
入
れ
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
「
備
中
宇
治
彩
り
の
山

里
・
住
む
か
暮
ら
す
会
」
牧ま

き

野の

義よ
し

廣ひ
ろ

会
長
が
移
住
者
受
け
入

れ
の
課
題
や
行
政
と
地
域
の
役
割
分
担
の
必
要
性
に
つ
い
て

実
例
を
交
え
な
が
ら
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
吉
備
中
央
町
内
で
移
住
者
の
受
け
入
れ
に
取
り
組

ま
れ
て
い
る
転
入
定
住
支
援
セ
ン
タ
ー
「
い
ま
こ
こ
」
の
川か

わ

上か
み

一い
ち

郎ろ
う

所
長
の
講
演
で
は
「
多
く
の
方
が
移
住
定
住
に
関
心

を
抱
き
、
移
住
者
受
け
入
れ
の
協
力
体
制
が
で
き
る
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
」
と
話
さ
れ
、
参
加
者
は
熱
心
に
聞
き
入
っ

て
い
ま
し
た
。

山 本　涼 雅 さん淺 本　大 樹 さん
　入隊後は、同じ志を持つ自衛官同士
の絆を深め、吉備中央町出身として恥
じないよう、日々努力を重ねて立派な
自衛官になりたいと思います。

　自衛隊に入隊して国際貢献、災害派
遣等で活躍していきたいです。
　吉備中央町出身者として、頑張って
いきます。

【
３
㎞
コ
ー
ス
・
中
学
生
以
上
】

　

男
子　

１
位　

桑く
わ

村む
ら　

大た
い

河が

（
吉
川
）

　
　
　
　

２
位　

國く
に

政ま
さ　

賢け
ん

人と

（
岡
山
市
）

　
　
　
　

３
位　

伊い

藤と
う　

敦あ
つ

司し

（
岡
山
市
）

　

女
子　

１
位　

竹た
け

内う
ち　

愛ま
な

果か

（
吉
川
）

　
　
　
　

２
位　

波は

多た

野の

静し
ず

香か

（
備
前
市
）

　
　
　
　

３
位　

魚う
お

海み　

博ひ
ろ

美み

（
倉
敷
市
）

【
10
㎞
コ
ー
ス
・
中
学
生
以
上
】

　

男
子　

１
位　

小こ

橋ば
し　

洋ひ
ろ

和か
ず

（
香
川
県
）

　
　
　
　

２
位　

鳥と
り

越ご
え　

敏と
し

明あ
き

（
倉
敷
市
）

　
　
　
　

３
位　

難な
ん

波ば　

生せ
い

嗣じ

（
西
）

　

女
子　

１
位　

為た
め

本も
と　

　

薫か
お
る（

倉
敷
市
）

　
　
　
　

２
位　

片か
た

山や
ま

美み

代よ

子こ

（
下
加
茂
）

　
　
　
　

３
位　

水す
い

津づ

由ゆ

美み

子こ

（
下
加
茂
）
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２
月
８
日
、
森
神
社
（
高
谷
）
で
、
天
明
の
大
飢
饉
（
江

戸
時
代
中
期
）
の
際
、
農
民
が
、
作
物
の
作
況
を
占
っ
た
の

が
始
ま
り
と
さ
れ
る「
粥
管
ま
つ
り
」（
町
指
定
重
要
文
化
財
）

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
祭
り
は
、「
早わ

稲せ

」「
中な
か

稲て

」「
晩お
く

稲て

」「
畑は
た

物も
の

」「
木き�

綿わ
た

」
の
目
印
を
つ
け
た
長
さ
約
12
㌢
の
竹
筒
と
米
を
境
内
に

設
け
ら
れ
た
か
ま
ど
で
炊
き
上
げ
、
そ
の
竹
筒
に
入
っ
た
粥

の
入
り
具
合
で
そ
の
年
の
作
凶
を
占
う
伝
統
行
事
で
す
。

　

祭
り
で
は
、
炊
き
上
げ
が
始
ま
っ
て
約
30
分
後
に
菱ひ

し

川か
わ

智さ
と
し

宮
司
が
釜
か
ら
竹
筒
を
取
り
出
し
、
神
前
に
奉
納
さ
れ
ま
し

た
。

　

神
事
の
後
、
総
代
の
杉す

ぎ

山や
ま

堅か
た

志し

さ
ん
を
は
じ
め
と
す
る
氏

子
15
名
が
見
守
る
中
、
菱
川
宮
司
が
小
刀
で
竹
筒
を
割
っ
て

中
身
を
確
か
め
ま
し
た
。

　

今
年
の
結
果
は
、
中
稲
、
晩
稲
は
豊
作
で
、
早
稲
、
畑
物
、

木
綿
は
、
ま
ず
ま
ず
の
結
果
と
な
り
、
杉
山
さ
ん
は
「
昨
年

に
比
べ
て
豊
作
の
割
合
が
少
な
く
な
り
ま
し
た
が
、
よ
り
気

持
ち
を
込
め
て
田
植
え
に
臨
み
た
い
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

町
内
の
各
学
校
で
毎
年
行
わ

れ
て
い
る
租
税
教
室
（
主
催
＝

吉
備
中
央
町
租
税
教
育
推
進
協

議
会
）
が
、
１
月
26
日
、
上
竹

荘
小
学
校
６
年
生
の
児
童
11
名

を
対
象
に
開
か
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
こ
れ
か
ら
を
担
う

子
ど
も
た
ち
が
、
税
金
に
つ
い

て
正
し
く
理
解
し
、
そ
の
大
切

さ
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
目

的
に
開
催
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

当
日
は
、
公
益
社
団
法
人
岡
山
西
法
人
会
女
性
部
の
二に

嶋し
ま

加か

寿ず

美み

部
会
長
か
ら
、
税
金
の
種
類
や
生
活
と
の
関
わ
り
、

税
金
の
使
い
道
な
ど
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
税
金
の
必
要
性
に
つ
い
て
わ
か
り
や
す
く
解
説

し
た
ア
ニ
メ
が
上
映
さ
れ
、
児
童
た
ち
は
「
税
金
が
な
か
っ

た
ら
大
変
な
こ
と
に
な
る
と
い
う
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
」

「
き
ち
ん
と
税
金
を
払
お
う
と
思
い
ま
し
た
」
と
感
想
を
話

し
て
い
ま
し
た
。

　

２
月
３
日
、
吉
備
高
原
小
学
校
で

サ
ッ
カ
ー
教
室
（
主
催
＝
吉
備
高
原

小
学
校
）
が
開
催
さ
れ
、
同
校
１
年

生
か
ら
４
年
生
の
児
童
計
46
名
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
岡
山
県
ス
ポ
ー
ツ
活
動

奨
励
事
業
に
よ
り
、
サ
ッ
カ
ー
の
専

門
的
な
実
技
指
導
を
受
け
る
こ
と
で
、
サ
ッ
カ
ー
に
対
す
る

関
心
を
育
む
と
と
も
に
、
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
心
を
養
っ
て

も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
開
催
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

当
日
は
、
一
般
社
団
法
人
「E

エ
ル

L�S

ソ

ル

O
L

」
の
西に
し

脇わ
き

和か
ず

治は
る

さ

ん
を
講
師
に
招
き
、
１
、２
年
生
と
３
、４
年
生
の
２
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
、
鬼
ご
っ
こ
な
ど
で
準
備
運
動
を
し
た
後
、
パ

ス
や
ド
リ
ブ
ル
の
練
習
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
行
わ
れ
た
試
合
で
は
、
シ
ュ
ー
ト
が
決
ま
る
と
児

童
た
ち
は
大
き
な
歓
声
を
上
げ
て
い
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
中な

か

田だ

采こ
と

芭は

さ
ん
（
２
年
生
）
は
「
練
習
や
試
合

を
し
て
い
く
う
ち
に
、
も
っ
と
上
手
に
な
り
た
い
と
思
い
ま

し
た
」
と
感
想
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

租
税
教
室
で
税
の
大
切
さ
を
学
ぶ

吉
備
高
原
小
学
校
サ
ッ
カ
ー
教
室

粥か
ゆ

管く
だ

ま
つ
り

　

消
費
生
活
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
を

消
費
生
活
相
談
員
が
お
受
け
し
ま
す
。

・
訪
問
販
売
や
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ

・�

携
帯
電
話
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
不

当
請
求

・
は
が
き
に
よ
る
架
空
請
求

・
サ
ラ
金
の
多
重
債
務
の
相
談

・
そ
の
他
、
消
費
生
活
相
談
に
限
り
ま
す

※
匿
名
で
の
電
話
相
談
も
受
け
付
け
ま
す
。

※�

秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
相
談
を
希
望
さ
れ

る
方
は
、
お
早
め
に
次
の
お
問
い
合
わ
せ

先
ま
で
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
（
当
日
受
付
可
）

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】
住
民
課　

戸
籍
住
民
班

�

☎
０
８
６
６

－

５
４

－

１
３
１
６

　
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い

４
月
の
行
政
・
人
権
・
福
祉
相
談

　

行
政
・
人
権
・
福
祉
相
談
（
心
配
ご
と
相

談
）
を
次
の
２
会
場
で
行
い
ま
す
。
相
談
は

無
料
で
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
安

心
し
て
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日時 平成27年４月23日（木）
午前９時～正午

会場 上竹荘公民館 ハートオブ
おかやま会館

相談
内容

行政相談
人権相談
福祉相談

行政相談
福祉相談

【お問い合わせ先】
　住民課　戸籍住民班 ☎ 0866-54-1316
　㈳社会福祉協議会
　　しらさぎ事業所 ☎ 0866-54-1818
　　やすらぎ事業所 ☎ 0867-34-1522

日
　
　
時

会
　
　
場

平
成
27
年
４
月
７
日
㈫

　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

賀
陽
庁
舎相

談
室

平
成
27
年
４
月
21
日
㈫

　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

加
茂
川
庁
舎相談

室

年
金
相
談
会

　

日
時　

平
成
27
年
４
月
16
日
㈭

　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

　

会
場　

吉
備
高
原
総
合
調
整
事
務
所

　

内
容　

��

厚
生
年
金
・
国
民
年
金
に
お
け
る

年
金
請
求
手
続
等
に
つ
い
て
日
本

年
金
機
構
高
梁
年
金
事
務
所
の
職

員
が
お
答
え
し
ま
す
。

　
収
集
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

＊
予
約
受
付
に
つ
い
て

　

相
談
人
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
相

談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
お
早
め
に
次
の
お

問
い
合
わ
せ
先
ま
で
電
話
予
約
を
し
て
く
だ

さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】
住
民
課　

戸
籍
住
民
班

�

☎
０
８
６
６

－

５
４

－

１
３
１
６

消
費
生
活
相
談
会

　
お
知
ら
せ
し
ま
す

　

平
成
27
年
４
月
１
日
か
ら
、
里
帰
り
出
産

等
に
よ
り
、
や
む
を
得
ず
県
外
の
医
療
機
関

で
乳
幼
児
の
予
防
接
種
を
さ
れ
る
方
へ
の
費

用
助
成
を
開
始
し
ま
す
。

【
手
続
き
方
法
】

①�

接
種
さ
れ
る
前
に
申
し
込
み
が
必
要
と
な

り
ま
す
。

　

�

接
種
前
に
保
健
課
へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　

申
し
込
み
後
、申
請
書
を
お
渡
し
し
ま
す
。

②�

①
の
申
請
書
を
医
療
機
関
へ
お
持
ち
い
た

だ
き
、
接
種
さ
れ
た
医
療
機
関
で
い
っ
た

ん
お
支
払
い
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

�

そ
の
際
、
申
請
書
の
接
種
料
金
領
収
証
明

欄
へ
医
療
機
関
の
署
名
を
も
ら
っ
て
く
だ

さ
い
。

③
②
の
申
請
書
に
、
予
防
接
種
を
し
た
際
の

　

領
収
書
等
を
添
付
し
、
保
健
課
へ
申
請
を

　

し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
費
用
の
全
額
ま
た

　

は
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

※�

助
成
金
額
の
上
限
は
町
で
定
め
た
金
額
と

な
り
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

保
健
課　

地
域
保
健
班

�

☎
０
８
６
６

－

５
４

－

１
３
２
６

県
外
医
療
機
関
で
の
　

乳
幼
児
定
期
予
防
接
種

費
用
の
助
成
に
つ
い
て

使
用
済
み
家
庭
用
蛍
光
管
を

収
集
し
ま
す
！

　

家
庭
で
使
用
し
た
蛍
光
管
を
、
リ
サ
イ
ク

ル
資
源
と
し
て
収
集
し
ま
す
。

　

収
集
コ
ン
テ
ナ
を
設
置
し
ま
す
の
で
、
使

用
済
み
家
庭
用
蛍
光
管
の
収
集
に
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

【
収
集
期
間
】

　

４
月
１
日
㈬
～
４
月
30
日
㈭
ま
で

【
収
集
場
所
】

　

�

加
茂
川
庁
舎
、か
も
が
わ
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
、長
田
地
区
農
村
公
園
、豊
岡
い
き
い

き
プ
ラ
ザ
、旧
農
協
新
山
支
所
、上
竹
荘
公

民
館
、納
地
公
民
館
、豊
野
公
民
館
、下
竹

荘
公
民
館
、吉
川
公
民
館
、大
和
公
民
館

【
対
象
蛍
光
管
】

　

�

家
庭
で
使
用
し
た
直
管
形
・
丸
形
・
電
球

形
の
蛍
光
管

　

※�

外
箱
か
ら
出
し
て
割
れ
な
い
よ
う
に
、

収
集
コ
ン
テ
ナ
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

【
注
意
事
項
】

　

�

ひ
び
が
入
っ
て
い
た
り
、
割
れ
た
蛍
光
管

や
白
熱
電
球
、Ｌ
Ｅ
Ｄ
蛍
光
管
は『
燃
や
せ

な
い
ご
み
』の
収
集
日
に
出
し
て
く
だ
さ

い
。事
業
所
の
も
の
は
収
集
で
き
ま
せ
ん
。

　

次
回
の
収
集
は
８
月
を
予
定
し
て
お
り
ま

　

す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】　

　

住
民
課　

生
活
環
境
班

�

☎
０
８
６
６

－

５
４

－

１
３
１
６
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みんなで防ごう 誰もが安心して暮らせる社会へ障害者虐待
■�『障害者虐待防止法 ( 障害者虐待の防止、障害者の養護者に対する支援等に関する法律 )』は、障害のある人
へのあらゆる虐待を禁止しています。

■虐待を発見した人には通報義務があります。虐待に気づいたら、速やかに通報や相談をしてください。

■�障害者への虐待は、虐待をしている人も、虐待を受けている人も、それが『虐待』だと気がつかないまま起き
ている場合があります。

■障害のある人もない人も、安心して暮らしていくために、皆さんで障害者虐待を防ぎましょう。

早期発見、早期対応が虐待を受けている障害者だけでなく、虐待をしている家族などが抱える問題の解決に
もつながります。

障害者とは…
●身体機能に障害がある（身体障害）
●知的な発達が遅れている（知的障害）
●精神疾患がある（精神障害）
●発達障害がある
●その他、心身の機能障害がある

➡ これらの障害と社会的障壁に
より日常生活や社会生活に制
限を受ける人

  障害者虐待はこんなところで起こっています！

  暴力だけが『虐待』ではありません！

  あなたの通報が、早期発見・早期対応につながります！

●『家庭』養護者 (世話をしている家族、親族、同居人 )などによる虐待
●『施設』障害者の通所・入所施設のサービス従事者などによる虐待
●『職場』使用者 (雇用主 ) や職員などによる虐待

●虐待を発見した場合は、国民の誰もが通報の義務を負っています。
●通報者の秘密は守られます。

『身体的虐待』
暴力や体罰によって障害者の身体に傷やあざ、痛み
を与える行為。また、正当な理由なく身動きの取れ
ない状態にすること。
【殴る、蹴る、無理やり食べ物や飲み物を口に入れ
る、部屋に閉じ込める、身体拘束など】

『放棄・放置（ネグレクト）』
食事や入浴、洗濯、排せつなどの世話や介助をほと
んどせず、障害者の心身を衰弱させること。また、
虐待に気付きながら放置することもこれにあたりま
す。
【食事や水分を十分に与えない、あまり入浴させな
い、汚れた服を着せ続ける、ごみを放置したままの
劣悪な住環境の中で生活させるなど】

『経済的虐待』
本人の同意なしに ( あるいは騙すなどして ) 障害者
の財産や年金、賃金などを使うこと。または障害者
に理由なく金銭を与えないこと。
【日常生活に必要な金銭を本人に渡さない、本人の
同意なしに財産や預貯金を処分・運用する、決めら
れた賃金を払わないなど】

『心理的虐待』
障害者を侮辱したり拒絶したりするような言葉や態
度で、精神的な苦痛を与えること。
【怒鳴る、ののしる、侮辱する言葉を浴びせる、悪
口を言う、意図的に無視するなど】

『性的虐待』
障害者にわいせつな行為をすること、障害者にわい
せつな行為をさせること。
【性交、性器への接触、性的行為を強要する、裸に
する、わいせつな映像を見せるなど】

　【通報窓口】
　　吉備中央町障害者虐待防止センター［福祉課］　　　　　　　　☎０８６６－５４－１３１７
　　岡山県障害者権利擁護センター［（福）岡山県社会福祉協議会］　☎０８６－２２６－６１００

　役所を名乗り、国民健康保険から「医療費や保険税をもらいすぎたのでお返ししま
す。」という詐欺の電話が相次いでいます。

　例えば…
　「期限がきていますが、今日中に手続きをすれば間に合います」
　「携帯電話を持って、銀行やコンビニ等のＡＴＭに行ってください」
　「フリーダイヤル（0120で始まる番号）に電話すれば、手続きを教えます」

こんな電話がかかってきたら、それは詐欺です！
　役所は絶対に言いません !　その場ですぐに対応せず、一度電話を切って、保健課
に確認をしてください。不審に思われたら、すぐに警察に相談しましょう。

【お問い合わせ先】　　保健課　医療保険班　☎０８６６－５４－１３２６

町の医療機関を紹介します① 吉備中央町新山診療所

住　　所●尾原508
電話番号●0867－35－9977
診療科目●内科
診療日時●毎週金曜日（祝祭日は休診）
　　　　　午前10時～正午
　　　　　午後１時～３時

概　要
　岡山県へき地医療拠点病院運営事業に基づき、岡
山済生会総合病院から医師と医療事務員を派遣して
いただき、旧新山小学校校舎の一部を利用して開院
しています。
　内科診療、健康診査（各種検診）や予防接種、肝
炎の治療も行っています。
　肝炎の患者様は、定期的な検査が必要ですが、腹
部超音波検査は忘れられがちですので注意してくだ
さい。
　皆さまのお越しをお待ちしています。

　岡山済生会総合病院の近藤
淳医師と交替で診療していま
す。
　待合室では皆さん会話に花
を咲かせ、サロンのようで、
大きな病院では見られない光
景だと思います。
　和やかな雰囲気の中で、口
を酸っぱくして指導させてい
ただいていますので、ご容赦を。

ひとこと～川上万里医師～

左から白髪慶子事務員、
川上万里医師、見村明美看護師
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日　　時 受付時間 会　　場 対象地区

４月13日（月）
9 ：00～10：00 井原コミュニティセンター 豊岡地区・新山地区

13：00～14：00 かもがわ総合福祉センター 円城地区

４月14日（火）
9：00～10：00 上竹荘公民館 上竹地区・納地地区

13：00～14：00 大和公民館 大和地区

４月15日（水）
9：00～10：00 下竹荘公民館 下竹地区

13：00～14：00 吉川公民館 吉川地区

４月28日（火）
9：00～10：00 長田ふれあいセンター 長田地区・加茂市場

13：00～14：00 農村環境改善センター 津賀地区（加茂市場を除く）

５月１日（金）
9：00～10：00 ロマン高原かよう総合会館 豊野地区

13：00～14：00 ロマン高原かよう総合会館 全地区
※地区指定日が都合の悪い方は、他の日時で受けてくださっても結構です。

◎注意事項
【子宮頸がん検診を受けられる方へ】
　ズボンよりスカートの方が検診を受けやすいので、できればスカートでお越しください。
【乳がん検診を受けられる方へ】
　・脱ぎ着のしやすい服装で、ネックレスや華美な指輪はつけずにお越しください。
　・�授乳中の方は的確な判断ができないことがありますので、医療機関で受診されることをお勧めし

ます。
　・マンモグラフィ検診のみの受診はできませんので、必ず視触診検診を受診してください。

　子宮頸がん検診は、６月１日～11月30日の期間に町が指定する医療機関で検診を受けることもでき
ます。
　詳細は平成27年度吉備中央町保健事業ガイドブックをご覧ください。

◎検診内容　※年齢基準日：平成28年４月１日現在

検診名（検診機関） 子宮頸がん検診
（岡山県健康づくり財団）

乳がん検診（岡山済生会総合病院）
視触診検診 マンモグラフィ検診

対　　象　　者 20歳以上の女性 30歳以上の女性 40歳以上の女性

検査料金※ 74歳以下の方 １, ３００円 ３００円 １, ２００円
75歳以上の方 ４００円 １００円 ４００円

持　　参　　品 受診票、検査料金、無料クーポン券（対象の方のみ）
※無料クーポン券対象の方は検査料金が無料となります。クーポン券は対象の方にお送りします。

【お問い合わせ先】　保健課　地域保健班　☎０８６６－５４－１３２６

　町では、下記のとおり乳がん検診・子宮頸がん検診を実施します。ぜひこの機会に検診を受けましょう。
　　　　　　　　　　�子宮頸がんは、30～40歳代の女性に増加しています。１年に１回の定期検診で

早期発見、早期治療につなげることが大切です。
　　　　　　　　　　�乳がんは40～50歳代の女性に多く、近年増加しています。１年に１回の定期検

診と１ヵ月に１回の自己検診が大切です。

◎検診日程

平成27年度　乳がん検診・子宮頸がん検診のお知らせ
子宮頸がん検診

乳 が ん 検 診

平成27年４月１日から

小児等医療費給付の対象及び給付方法が変わります！
～高校生の在学要件が無くなり、対象者全員に受給資格者証を交付します～

　平成27年４月１日から、小児等医療費の対象を18歳到達後の最初の３月31日までに変更し、対象者全員
に新しい「小児等医療費受給資格者証」を交付します。
　新しい受給資格者証は、３月下旬に送付します。

【制度の内容】
　吉備中央町に在住（住民票のある）の０歳～18歳到達後の最初の３月31日までの方は、医療機関等を受診
された場合に保険診療の自己負担分が助成されます。
●岡山県内の医療機関等で受診される場合
　　受給資格者証と健康保険証を提示してください。保険診療分の窓口支払いが不要になります。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　➡『現物給付』

●岡山県外の医療機関等で受診される場合及び受給資格者証の提示ができない場合
　�　窓口にて料金をお支払いください。後日、専用の申請書・請求書に領収書を添えて申請することによ
り、保険診療の自己負担分を指定口座に振込みます。➡『償還給付（償還払い）』

県内の医療機関

医療機関

受給資格者
受診、受給資格者証と健康保険証の提示

①受診

②医療費給付申請書等の提出

③医療費の支給（指定口座に振込み）

窓口支払なし

窓口支払あり
受給資格者

吉備中央町

【変更内容】
現　在（平成27年３月まで） 平成27年４月～

対　　象 ０歳～中学校卒業までの方及び高校生
（高校生は事前に資格登録申請が必要）

０歳～18歳到達後の最初の３月31日までの方。
（婚姻されている方、社会保険加入者本人等を除く）

給付方法 ０歳～中学校卒業までの方
　　　⇒現物給付（受給資格者証交付あり）
高校生⇒償還給付（受給資格者証交付なし）

上記対象の方に受給資格者証交付。
　⇒現物給付
　※県外受診等は、償還給付になります。

※現在、受給資格者証を交付されている方（０歳～中学生）は、給付方法の変更はありません。

【お問い合わせ先】　保健課　医療保険班　☎０８６６－５４－１３２６

①すでに受給資格者証を交付されている方
　●平成11年４月２日以後に生まれた方
　　�　有効期限の延長された新しい受給資格者証を送付しますので、平成27年４月１日からご使用ください。
　　※現在使用している受給資格者証は、平成27年４月１日以降は使用できません。
　　　保健課又は支所へ返却していただくか、細かく裁断する等して廃棄してください。
②受給資格者証を交付されていない方
　●平成９年４月２日生まれ～平成11年４月１日生まれの方
　　新しい受給資格者証を送付しますので、平成27年４月１日からご使用ください。
　　※�現在の制度で、給付対象外の方（高校生医療費給付の登録をされていない方等）は、小児等医療費

受給資格証申請書を送付しますので、申請手続きをお願いします。

受給資格者証の交付について

集団検診

個別検診
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幼稚園　園解放（あいあい広場）

☆あいあい広場☆
　子育て支援の一環として、町内幼稚園では園開放を行っています。幼稚園を順番に開放し
て、入園前のお子様を子育てしている方が、親子で交流できる場所を提供しています。
　お子様のことなどについてわいわいとおしゃべりをしたり、園庭や遊戯室で自由に遊んだ
りして、気軽に利用してください。
　また、妊婦の方も、子育て真っ最中の先輩の話を聞きに来てみてください。

　　＊開催日時：火曜日
　　　　　　　　※３月、４月及び夏休み期間は開放していません。
　　＊開催時間：午前９時～午前11時
　　＊対 象 者：３歳以下のお子さまとその家族、妊婦の方
　　＊活動内容：自由遊び・絵本の読み聞かせなど
　　＊お や つ：各自持参

【お問い合わせ先】　教育委員会　生涯学習班（吉川4860－６）　☎0866－56－9191

♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪

吉備中央町育英資金〈奨学金〉奨学生募集
（平成27年度上半期）

　吉備中央町では、勉学意欲がありながら経済的理由により修学困難な高校生、大学生等
に対して、無利子で奨学金の貸し付けを行っています。希望される方はお申し込みくださ
い。貸し付け終了後は、貸付額を全額返還していただくこととなります。

＊�申請書様式は吉備中央町公式ホームページからダウンロードできます。また、教育委員
会、住民課、加茂川総合事務所、各支所、出張所、かもがわ総合福祉センターにも準備
しております。
＊�申請には２人以上の連帯保証人が必要です。連帯保証人は親権者等を除く方で、原則と
して吉備中央町に住所を有し、連帯保証人それぞれが別の世帯の方としてください。や
むを得ず町外在住者となる場合は、所得証明書を添付してください。貸し付けが決定し
た方には奨学金貸付決定通知書をお送りします。通知を受けた日から15日以内に本人、
親権者等、連帯保証人が連署した誓約書と親権者等、連帯保証人の印鑑登録証明書を提
出していただきます。
＊�この育英資金は皆さまからのご寄附によって運営しています。会計管理室、加茂川総合
事務所、各支所、出張所、かもがわ総合福祉センターで随時、ご寄附を受け付けています。

高等学校等［高等学校、特別支援学校の高等部］
　学　費　　月額２０，０００円
　通学費　　月額１５，０００円

その他の学校［大学（大学院を除く）、短期大学、高等専門学校、
　　　　　　　専修学校（高等専修学校および専門学校）］
　学　費　　月額３０，０００円

教育委員会　教育総務班
平成27年４月１日（水）～４月20日（月）〈必着〉
奨学金貸付申請書
出身学校長または在学校長が証明した成績証明書
在学証明書
世帯全員の住民票
世帯全員の所得証明書
通学費貸付希望の場合は、公共交通機関が発行する定期券

貸 付 額

申 込 先
受付期間
必要書類

【お問い合わせ先】　教育委員会　教育総務班（吉川4860－6）　☎0866－56－9191

特定計量器（はかり）の定期検査のお知らせ
　町内の「はかり」について、次のとおり検査を実施します。取引または証明に使用されている「はか
り」（家庭用を除く）をお持ちの方は、２年に１回定期検査を受けることが義務付けられています。（計
量法第19条）
　該当するはかりをお持ちの方は、必ず受検してください。
●検査対象のはかり
　　最大計測量500㎏以下で、
　　・商店、農家、宅配便取次店等にある商業用のはかり
　　・病院、薬局等にある業務用のはかり
　　・学校、幼稚園、保育園、福祉施設等にある体重計です。
●日時・場所

　※当日は、検査手数料が必要です。はかりの種類や能力によって手数料は異なります。
　※�前回（平成25年度）の定期検査を受検していない方で、対象のはかりをお持ちの方は、４月15日（水）

までに協働推進課へお申し出ください。
　※前回の定期検査を受けられた方へは、４月上旬に検査の案内をお送りします。

【お問い合わせ先】　協働推進課　商工観光班　☎０８６６－５４－１３０１

日　　　程 受　付　時　間 会　　　場

平成27年５月20日（水）
午前10時～正午

ロマン高原かよう総合会館
（豊野１－２）

午後１時～午後３時

平成27年５月21日（木）
午前10時～正午

午後１時～午後３時

平成27年５月22日（金）
午前10時～正午 農村環境改善センター

（下加茂1073－１）午後１時～午後３時
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役場からのお知らせ■役場からのお知らせ

平成27年度　狂犬病予防注射日程表 狂犬病予防注射のお知らせ
月日 時　間 場　　所

４
月
12
日
（
日
）

8：30～ 8：35 上竹水迫公会堂
8：40～ 8：50 上竹正力消防機庫前
8：55～ 9：05 上竹荘公民館
9：10～ 9：20 上竹天神社前
9：35～ 9：40 納地室納生活センター
9：45～ 9：55 納地舞地選果場

10：00～10：05 老人福祉センターふれあい荘駐車場
10：10～10：20 北公民館
10：25～10：30 北山根口バス停北
10：35～10：45 岨谷旧東村農協出張所跡
10：50～11：00 岨谷生活センター
11：10～11：15 岨谷大古屋公会堂
11：20～11：30 宮地中ノ谷集会場
11：35～11：40 大和公民館
11：45～11：55 西生活センター
12：00～12：05 西湯原中バス停
12：10～12：15 賀陽インターバス停駐車場

４
月
25
日
（
土
）

8：40～ 8：50 上田東黒田木材横旧農協倉庫前
9：00～ 9：10 円城基幹集落センター
9：15～ 9：25 上田東杭田理美容店横広場
9：30～ 9：40 細田公会堂
9：55～10：05 加茂川庁舎倉庫前

10：10～10：20 上加茂小山商会倉庫前
10：35～10：40 広面鼓田生活改善サブセンター
10：45～10：50 広面西信建設前空き地
11：00～11：10 竹部公民館
11：20～11：30 高原上野公民館
11：40～11：50 吉備高原県営住宅前

月日 時　間 場　　所

５
月
31
日
（
日
）

8：30～ 8：40 長田ふれあいセンター
8：50～ 9：00 尾原消防機庫前
9：10～ 9：20 豊岡いきいきプラザ前
9：35～ 9：45 円城基幹集落センター
9：55～10：05 加茂川庁舎倉庫前

10：15～10：25 竹部公民館
10：30～10：40 吉備高原県営住宅前
10：50～11：00 吉川公民館
11：15～11：25 大和公民館
11：40～11：50 納地公民館
13：00～13：10 上竹荘公民館
13：15～13：25 豊野公民館
13：35～13：45 下竹荘公民館

月日 時　間 場　　所

４
月
４
日
（
土
）

8：30～ 8：35 黒山倉庫前
8：40～ 8：50 吉川河内動物病院前
8：55～ 9：05 吉川藤田公会堂
9：10～ 9：20 吉川公民館
9：25～ 9：35 吉川北正行公会堂
9：40～ 9：50 吉備中央公園駐車場
9：55～10：05 旧吉備高原都市現地案内事務所前

10：15～10：20 湯山遠藤光男様宅前
10：25～10：35 下竹荘公民館
10：40～10：45 田土池ノ原選果場
10：50～10：55 豊野椿倉庫前
11：05～11：10 豊野兼信下ごみ収集所前
11：15～11：20 豊野行定バス停
11：25～11：35 豊野則安ごみ収集所前
11：40～11：50 上竹月原ごみ収集所前
11：55～12：05 竹荘瀬戸内部品上
13：00～13：10 豊野公民館
13：15～13：25 黒土倉庫跡前
13：30～13：40 JA びほく賀陽主幹支店

４
月
11
日
（
土
）

8：30～ 8：40 美原集落センター
8：50～ 8：55 加茂市場お祭り会館横
9：05～ 9：15 長田ふれあいセンター
9：25～ 9：35 和田公会堂前
9：45～ 9：55 笹目公会堂前

10：05～10：15 福沢福東公会堂前
10：20～10：30 溝部公会堂前
10：35～10：45 尾原消防機庫前
11：05～11：15 井原コミュニティセンター
11：20～11：30 豊岡いきいきプラザ前
11：35～11：45 豊岡下湯の瀬温泉前
11：50～12：00 小森金毘羅宮前
12：10～12：20 高富スクールバス停付近

【お問い合わせ先】　住民課　生活環境班　☎ 0866－ 54－ 1316

臨時日

　　狂犬病予防注射がなぜ必要なのでしょうか？
　狂犬病は、人も含め、すべてのほ乳類が感染する「狂犬病ウイルス」によって発症する病気で�
す。
　感染した場合、現在も確立した治療法が無いため、ほぼ100％の確率で死亡する恐ろしい病気
です。
　キツネ・コウモリ・ネズミなど、犬以外の動物から感染することもありますが、ほとんどが
犬に咬まれて感染しているので、「狂犬病」という名前がついています。
　日本では、1950年（昭和25年）に狂犬病予防法が制定され、同法の施行により、飼い犬の登
録と年１回のワクチン接種が法律により義務化されました。これにより、国内では1957年（昭
和32年）以来、犬、人、共に狂犬病の発生は確認されていません。

発症後の治療法が存在しない以上、狂犬病は感染の予防そのものが最も重要なのです。

　世界では、毎年５万人以上が狂犬病で亡くなっています。そのうちの約６割、３万人以上が
アジア地域となっています。狂犬病は、日本・英国・オーストラリア、ニュージーランドなど、
一部の国々を除いて全世界に分布しており、海外ではほとんどの国で感染する可能性のある病
気です。
　旅行等で海外に出向かれた際には、その地域の事情をよく調べ、むやみに犬に触ったり、手
から直接餌をあたえたりしないようにしてください。1970年、2006年には、日本人が海外滞在
中に犬に咬まれ、帰国後、狂犬病を発症し、亡くなられた事例もありますので、十分注意して
ください。

　　飼い主の義務について
　犬を飼うときは、次のことを必ず守りましょう。
　●犬の登録を行い、予防注射を受けましょう。 
　　生後91日以上の犬は、登録（生涯１回）と毎年１回狂犬病予防注射を受けましょう。 
　　※違反した場合は、狂犬病予防法に基づき20万円以下の罰金に処せられることがあります。 
　●鑑札と注射済票は、必ず首輪につけましょう。 
　●飼い主が変わったり、犬が死んだ場合は、役場住民課へ届け出をしてください。 
　●犬のフンは、飼い主がきちんと後始末をしてください。
　● 犬を屋外で飼う場合や散歩する場合は、リードなどで確実につなぎ、逃げないようにして

ください。

＜大雨警報発令時の
 狂犬病予防注射について＞
　狂犬病予防注射当日の午前７時において町域に
大雨警報が発令中の場合、その日の狂犬病予防注
射を中止します。中止になる場合は、音声告知放
送でお知らせいたします。

　なお、中止された日程の振替は行いませんので、
別の日程の会場もしくは動物病院にて注射を受け
てください。
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　こんにちは！ 地域おこし協力隊の西村翠です！ 井上ゆき美です！
　春は別れと出会いが多くある、節目となる季節。 皆さま、どんな春をお過ごしですか？
　私達は、吉備中央町に来てからちょうど６ヶ月を迎えました。本当に何も知らない状態で始まっ
た吉備中央町での活動。少しずつではありますが、動き出しています。
　今回は、今までどのような活動をしてきたかをご報告させていただきます！

１）皆さまとの交流
　　町内で行われているさまざまな催事やイベントに参加しています！
　 　引き続き各地域の催事・イベントに参加し、より多くの皆さまとお会いしたいので、催事・

イベント情報がございましたら、お問い合わせ先までご連絡いただけるとうれしいです！

２）プロジェクト進行中！
　　自分達の得意分野、好きなことを活かしながらそれぞれのプロジェクトを進めています。
　　西村： 吉備中央町の作家（陶芸、彫金、染め物など）の作品を一同に集めたギャラリー作り

を考えています。
　　井上：吉備中央町の美しい日常風景を感じることの出来る散策路をつくっています。

３）私たちはどこにいるの？
　　「どこに行けば私たちと会えるのか」とよくご質問を頂きます。
　　私たちは、協働推進課にいます（ロマン高原かよう総合会館内）！
　 　外出が多いため不在にしていることもありますが、お立寄りの際はお声かけいただけたらう

れしいです！どうぞよろしくお願いします！

【お問い合わせ先】　協働推進課　地域おこし協力隊（西村・井上）　☎０８６６－５４－１３０１

��インスタグラムにて吉備中央町の日常風景を発信しています！

　町内の写真を撮りながら歩いています。
　住む人々の写真も撮りたいので、皆さんにお会いしたときに撮影をお願いするかもしれません。 
　ご協力をよろしくお願いします！
　★ホームページアドレス（Instagram）　　http://instagram.com/kibijo

公
民
館
コ
ー
ナ
ー
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防
衛
省
自
衛
隊
岡
山
地
方

協
力
本
部
か
ら
の
お
知
ら
せ

職
場
で
の
労
働
関
係
の
ト
ラ
ブ
ル

解
決
の
相
談
や
あ
っ
せ
ん
を
し
ま
す

相　

談

募　

集

　

国
税
庁
で
は
、
国
税
専
門
官
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

　

募
集
要
項
は
次
の
通
り
で
す
。

【
受
験
資
格
】

⑴�

昭
和
60
年
４
月
２
日
～
平
成
６
年
４
月
１

日
生
ま
れ
の
者

⑵�

平
成
６
年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ
の
者
で

次
に
掲
げ
る
も
の

　

①�

大
学
を
卒
業
し
た
者
及
び
平
成
28
年
３

月
ま
で
に
大
学
を
卒
業
す
る
見
込
み
の

者

　

②�

人
事
院
が
①
に
掲
げ
る
者
と
同
等
の
資

格
が
あ
る
と
認
め
る
者

【
採
用
予
定
数
】

　

採
用
予
定
数
に
つ
い
て
は
、
別
途
、
人
事

院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
。

※�

採
用
予
定
数
は
変
動
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

　

岡
山
県
労
働
委
員
会
で
は
、
県
内
の
事
業

所
に
勤
務
す
る
労
働
者
と
使
用
者
と
の
間
に

生
じ
た
労
働
条
件
な
ど
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル

（
紛
争
）
に
つ
い
て
、
専
門
家
が
公
正
・
中

立
な
立
場
か
ら
紛
争
解
決
の
お
手
伝
い
を
し

て
い
ま
す
。

　

労
働
者
と
使
用
者
の
間
の
ト
ラ
ブ
ル
に
つ

い
て
は
、
当
事
者
間
で
自
主
的
に
解
決
す
る

の
が
最
も
望
ま
し
い
こ
と
で
す
が
、
自
主
的

な
解
決
が
困
難
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

例
え
ば
、労
働
者
が
使
用
者
か
ら
、突
然
、

解
雇
を
通
告
さ
れ
た
り
、
賃
下
げ
、
配
置
転

換
な
ど
を
受
け
、
労
働
者
と
使
用
者
が
対
立

し
て
い
る
よ
う
な
場
合
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
場
合
に
、
事
務
局
に
ご
相
談

い
た
だ
け
ば
、
相
談
内
容
に
よ
っ
て
、
公
益

委
員
、
労
働
者
委
員
、
使
用
者
委
員
が
、
３

人
１
組
で
あ
っ
せ
ん
に
応
じ
て
い
ま
す
。

　

ご
利
用
は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く
守
ら
れ

ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
労
働
問
題
全
般
の
相
談
も
、
随
時

お
受
け
し
て
い
ま
す
の
で
、お
電
話
ま
た
は
、

事
務
局
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

岡
山
県
労
働
委
員
会
事
務
局　

�

☎
０
８
６

－

２
２
６

－

７
５
６
３

お知らせ
INFORMATION～～
町以外からのお知らせ

す
。

　

人
事
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

　

http://w
w
w
.jinji.go.jp

【
試
験
の
程
度
】

　

大
学
卒
業
程
度

【
受
験
申
込
方
法
】

　

原
則
と
し
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
り
申

し
込
み
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
専
用
ア
ド
レ
ス

　

�http://w
w
w
.jinii-shiken.go.jp/

juken.htm
l

　
�

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
が
で
き
な
い
場
合

は
、
受
験
申
込
書
を
第
１
次
試
験
地
に
対

応
す
る
国
税
局
に
郵
送
ま
た
は
持
参
す
る

方
法
に
よ
り
申
し
込
み
を
行
っ
て
く
だ
さ

い
。

【
受
験
受
付
期
間
】

⑴
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
申
し
込
み

　

平
成
27
年
４
月
１
日
㈬
午
前
9
時

　
　
　
　

～
4
月
13
日
㈪

※�

４
月
13
日
㈪
ま
で
に
申
込
デ
ー
タ
を
受
信

完
了
し
た
も
の
に
限
り
受
け
付
け
ま
す
。

⑵
郵
送
ま
た
は
持
参
に
よ
る
申
し
込
み

　

平
成
27
年
４
月
１
㈬
～
４
月
２
日
㈭

※
４
月
２
日
㈭
ま
で
の
通
信
日
付
印
有
効

【
第
１
次
試
験
】

　

試
験
日　

平
成
27
年
６
月
７
日
㈰

　

試
験
地　

　
　

�

広
島
国
税
局
管
内
で
は
、
松
江
市
、
岡

山
市
、
広
島
市

　

試
験
種
目

　
　

基
礎
能
力
試
験
（
多
肢
選
択
式
）

　
　

専
門
試
験
（
多
肢
選
択
式
、
記
述
式
）

　

防
衛
省
で
は
、
平
成
27
年
度
一
般
幹
部
候

補
生
・
歯
科
・
薬
剤
科
官
幹
部
候
補
生
の
募

集
を
し
て
い
ま
す
。

【
受
験
種
別
】

⑴
一
般
幹
部
候
補
生

　

入
隊
後
約
１
年
で
幹
部
自
衛
官
と
し
て
勤

務
す
る
コ
ー
ス

⑵
歯
科
・
薬
剤
科
官
幹
部
候
補
生

　

歯
科
は
入
隊
後
約
６
週
間
で
薬
剤
科
は
入

隊
後
約
１
年
で
幹
部
自
衛
官
と
し
て
勤
務
す

る
コ
ー
ス

【
受
験
資
格
】

⑴
一
般
幹
部
候
補
生

高齢者の方へ　歩行中は特に気をつけて
　岡山県下では、高齢者の交通死亡事故が多発しています。
　特に歩行中に、車両にはねられる事故が増加しています。
　被害に遭った高齢者の方の特徴は、
　　○毎日、外出することが多い
　　○交通安全講習を受けていない
　　○夜光反射材などを身につけていない
　などです。
　加齢によって視力や聴力・反射速度が低下していることを
十分に認識し、道路を歩くときには、より慎重な安全確認に
心掛けてください。

国
税
専
門
官
募
集

　

岡
山
県
で
は
、
母
子
家
庭
の
方
、
父
子
家

庭
の
方
、
寡
婦
の
方
な
ど
の
就
職
や
生
活
に

関
す
る
相
談
を
お
受
け
す
る
「
岡
山
県
ひ
と

り
親
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を
開
設
し
て
い

ま
す
。

　

ひ
と
り
親
家
庭
の
生
活
の
悩
み
や
困
り
ご

と
を
、
相
談
員
が
一
緒
に
考
え
、
力
に
な
れ

る
よ
う
お
手
伝
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
就
職
に
必
要
な
技
術
や
資
格
取
得

に
関
す
る
情
報
お
よ
び
求
人
情
報
な
ど
を
提

供
し
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
な
ど
と
連
携
し
て
一

人
ひ
と
り
の
適
性
に
応
じ
た
就
職
に
つ
な
が

る
よ
う
支
援
す
る
と
と
も
に
、
就
職
後
の
相

談
に
も
応
じ
て
い
ま
す
。

　

ご
利
用
は
無
料
で
、
個
人
の
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
に
つ
い
て
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
の
で
、

安
心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
日　

時
】

　

月
～
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）

　

午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分

【
会　

場
】

　

岡
山
県
総
合
福
祉
会
館
５
階

　

岡
山
市
北
区
石
関
町
２

－

１

※�

来
所
さ
れ
る
場
合
は
、
事
前
に
電
話
連
絡

を
お
願
い
し
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

岡
山
県
ひ
と
り
親
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー

�

☎
０
８
６

－

２
２
２

－

２
９
３
３

ひ
と
り
親
家
庭
の
就
職
や
生
活
に

関
す
る
相
談
を
お
受
け
し
て
い
ま
す

【�

受
験
案
内
及
び
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
請
求
、

�

お
問
い
合
わ
せ
先
】

　

広
島
国
税
局
人
事
第
二
課
試
験
研
修
係

　

〒
７
３
０

－

８
５
２
１

　

広
島
市
中
区
上
八
丁
堀
6

－

30

�

☎
０
８
２

－

２
２
１

－

９
２
１
１

　
　
　
　
　

内
線
３
７
４
３
・
３
６
３
５

　

岡
山
西
税
務
署
総
務
課　

　

〒
７
０
０

－

０
０
１
３

　

岡
山
市
北
区
伊
福
町
4

－

５

－

38

�

☎
０
８
６

－

２
５
４

－

３
４
１
１

※�

受
験
案
内
及
び
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
、
吉
備

中
央
町
役
場
及
び
吉
備
中
央
町
教
育
委
員

会
に
も
あ
り
ま
す
。

【
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
】　

　

国
税
庁　

http://w
w
w
.nta.go.jp

　

22
歳
以
上
26
歳
未
満
の
者

　

※�

20
歳
以
上
22
歳
未
満
の
者
は
大
卒
（
見

込
み
含
む
）、修
士
課
程
修
了
者
等
（
見

込
み
含
む
）
は
28
歳
未
満

⑵
歯
科
・
薬
剤
科
官
幹
部
候
補
生

　

専
門
の
大
卒
（
見
込
み
含
む
）
20
歳
以
上

30
歳
未
満
の
者

　

※
薬
剤
は
20
歳
以
上
28
歳
未
満
の
者

【
受
付
締
切
】

　

５
月
１
日
㈮
ま
で

【
試
験
日
】

⑴
一
般
幹
部
候
補
生

　

平
成
27
年
５
月
16
日
㈯
、
17
日
㈰

　

※
17
日
は
飛
行
要
員
の
み

⑵
歯
科
・
薬
剤
科
官
幹
部
候
補
生

　

平
成
27
年
５
月
16
日
㈯

　

ご
不
明
な
点
や
詳
細
な
資
料
等
を
ご
希
望

の
方
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】　

　

自
衛
隊
高
梁
地
域
事
務
所

�

☎
０
８
６
６

－

２
２

－

２
３
１
４

【
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
】

　

�http://w
w
w
.m
od.go.jp/pco/

okayam
a/

【お問い合わせ先】

　岡山北警察署
　交通課
　☎0867ー24ー0110
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図書館だより かもがわ図書館 ☎ 0867 -34 -1115
 0867 -34 -0401

ロマン高原かよう図書館 ☎ 0866 -54 -1331
 0866 -54 -1311

４月号

出会いの
号

扉
2015年 ４月の休館日

６日 13日
19日　20日
27日　29日

＜新着図書紹介＞
館名：「か」かもがわ図書館　「ロ」ロマン高原かよう図書館

書　　　名 著者・出版社 館

絵　
　
　

本

ふうふうふう～ 夏目尚吾／ひさかたチャイルド か

おかしのまち 青山邦彦／フレーベル館 か

ロバのジョジョとおひめさま ヘレン･スティーヴンズ／徳間書店 ロ

ぼくのまちをつくろう！ スギヤマカナヨ／理論社 ロ

児　

童　

書

おしいれのひとりぼっちおばけ 戸田和代／岩崎書店 か

武器より一冊の本をください ヴィヴィアナ･マッツァ／金の星社 か

ゆりくまさん 立原えりか／国土社 ロ

自転車のなぜ�物理のキホン！ 大井喜久夫／玉川大学出版部 ロ

一
般
実
用
書

料理人のためのジビエガイド 神谷英生／柴田書店 か

アンソロジーお弁当。 阿川佐和子ほか／パルコ か

至高の靴職人 竹川圭／小学館 ロ

世界一美しい夢のお城図鑑 世界のお城研究会／宝島社 ロ

一
般
読
み
物

老耄と哲学 梅原猛／文藝春秋 か

絶唱 湊かなえ／新潮社 か

サーカスナイト よしもとばなな／幻冬舎 ロ

教団X 中村文則／集英社 ロ

岡
山
県
「
明
る
い
家
庭
づ
く
り
」
作
文
（
平
成
26
年
度
）

今
回
は
優
秀
賞
に
輝
き
ま
し
た
、
西に
し

﨑ざ
き

　
な
ず
な
さ
ん
の
「
私
に
で
き
る
こ
と
」
を
紹
介
し
ま
す
。

「私にできること」
平成26年度加賀中学校卒業

西
にし

﨑
ざき

　なずなさん

「
お
じ
い
ち
ゃ
ー
ん
ー
。
送
っ
て
ー
。」

　

友
達
の
家
に
行
く
と
き
、
習
い
事
に
行
く
と
き
、
学
校
に

遅
れ
そ
う
な
と
き
、
私
は
い
つ
も
こ
う
お
じ
い
ち
ゃ
ん
を
呼

び
ま
す
。

　

お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
昔
、
バ
ス
の
運
転
手
で
し
た
。
朝
早
く

か
ら
仕
事
に
出
か
け
て
夜
遅
く
家
に
帰
る
生
活
を
し
て
い
た

け
ど
、
あ
る
年
仕
事
を
引
退
し
ま
し
た
。
仕
事
を
辞
め
た
お

じ
い
ち
ゃ
ん
は
、
家
で
畑
仕
事
を
し
た
り
、
犬
の
散
歩
を
し

た
り
し
て
い
ま
す
。

　

私
は
毎
週
水
曜
日
に
塾
に
行
っ
て
い
ま
す
が
、
少
し
前
ま

で
は
毎
週
土
曜
日
に
習
字
に
も
行
っ
て
い
た
し
、
弟
は
毎
週

火
曜
日
に
サ
ッ
カ
ー
に
行
っ
て
い
ま
す
。
姉
弟
で
近
く
の
個

人
英
語
教
室
に
も
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
送
り
迎
え
は
、
大

体
お
じ
い
ち
ゃ
ん
で
す
。

　

お
父
さ
ん
や
お
母
さ
ん
が
仕
事
で
家
に
い
な
い
と
き
、
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
が
家
事
を
し
て
い
て
忙
し
い
と
き
、お
じ
い
ち
ゃ

ん
は
私
達
を
車
で
送
り
迎
え
し
て
く
れ
ま
す
。
雨
の
日
も
晴

れ
の
日
も
雪
の
日
も
、
ど
ん
な
日
で
も
。

　

私
の
お
父
さ
ん
は
最
近
、
近
所
の
「
新
池
モ
ー
タ
ー
ス
」

を
継
ぎ
ま
し
た
。
不
慣
れ
な
仕
事
に
と
ま
ど
い
な
が
ら
今
、

一
生
懸
命
に
働
い
て
い
ま
す
。
お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
最
初
、
こ

の
話
が
持
ち
上
が
っ
た
と
き
お
父
さ
ん
の
こ
と
が
心
配
で
少

し
寝
込
み
ま
し
た
。

　

深
く
考
え
す
ぎ
た
こ
と
が
原
因
で
し
た
。
で
も
今
は
、
家

に
い
な
い
時
は
大
体
工
場
に
い
る
ぐ
ら
い
、
元
気
に
お
手
伝

い
を
し
て
い
ま
す
。

　

お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
よ
く
、私
が
夜
更
か
し
を
し
て
い
る
と
、

「
子
ど
も
な
ん
だ
か
ら
、
早
く
寝
ん
と
。」

と
言
い
ま
す
。
で
も
私
は
、
私
の
た
め
に
言
っ
て
く
れ
て
い

る
と
わ
か
っ
て
い
て
も
、
つ
い
、

「
う
る
さ
い
。
自
分
の
勝
手
で
し
ょ
。」

と
言
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
こ
か
ら
は
売
り
言
葉
に
買
い
言

葉
で
口
論
が
始
ま
り
ま
す
。
う
る
さ
く
て
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が

起
き
て
く
る
ほ
ど
で
す
。

　

お
じ
い
ち
ゃ
ん
と
は
変
な
所
で
よ
く
口
ゲ
ン
カ
を
し
ま
す
。

し
ょ
う
も
な
い
こ
と
を
言
っ
た
り
、
悪
い
こ
と
を
注
意
さ
れ

た
り
。
す
ご
く
さ
さ
い
な
こ
と
で
も
言
い
合
い
に
な
っ
た
り

し
ま
す
。
後
で
言
い
す
ぎ
た
か
な
、
と
思
う
け
ど
素
直
に
謝

れ
な
い
時
も
あ
り
ま
す
。
で
も
お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
け
ん
か
し

た
後
で
も
普
通
に
話
す
の
で
つ
い
乗
っ
て
し
ま
い
、
い
つ
も

の
よ
う
に
戻
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

お
じ
い
ち
ゃ
ん
だ
っ
て
、
自
分
の
し
た
い
事
や
し
な
け
れ

ば
い
け
な
い
事
だ
っ
て
あ
る
と
思
い
ま
す
。
け
ど
、
そ
ん
な

中
で
私
た
ち
子
ど
も
の
面
倒
を
見
て
く
れ
て
い
る
と
思
う
と
、

私
は
す
ご
く
わ
が
ま
ま
な
ん
だ
な
、
と
思
い
ま
す
。
自
分
の

こ
と
ば
っ
か
り
で
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
の
都
合
と
か
何
も
考
え

て
い
な
か
っ
た
の
で
す
。

　

ペ
ッ
ト
の
お
世
話
だ
っ
て
、
私
が
早
起
き
し
て
時
間
を
作

れ
ば
出
来
る
の
に
、
学
校
と
か
塾
を
理
由
に
し
て
全
部
お
じ

い
ち
ゃ
ん
に
任
せ
て
し
ま
っ
て
い
ま
す
。
で
も
、お
じ
い
ち
ゃ

ん
は
文
句
も
な
に
も
言
わ
な
い
の
で
す
。

「
自
分
で
出
来
な
い
の
か
。」

ぐ
ら
い
言
っ
て
も
い
い
の
に
、
こ
ん
な
時
だ
け
何
も
言
わ
な

い
の
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
私
は
高
校
受
験
の
た
め
に
勉
強
し
ま
す
。
だ
か

ら
冬
に
は
ま
た
塾
へ
行
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
も
し
高

校
に
受
か
っ
た
ら
毎
朝
駅
ま
で
送
っ
て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
い

け
な
い
の
で
す
。
自
分
で
は
ど
う
し
よ
う
も
な
い
事
だ
か
ら
、

他
人
に
頼
る
こ
と
し
か
出
来
な
い
け
れ
ど
、
私
は
私
な
り
に

自
分
の
出
来
る
事
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

少
し
で
も
私
が
家
族
の
重
荷
に
な
ら
な
い
よ
う
に
し
た
い

で
す
。
弟
の
勉
強
を
見
た
り
、
ご
飯
を
作
る
お
手
伝
い
を
し

た
り
、
ペ
ッ
ト
の
お
散
歩
に
行
っ
た
り
、
疲
れ
た
ら
肩
を
揉

ん
で
あ
げ
た
り
、
洗
濯
物
を
取
り
込
む
の
を
手
伝
っ
た
り
。

今
ま
で
や
ろ
う
と
し
て
や
ら
な
か
っ
た
事
を
今
か
ら
で
も
少

し
ず
つ
や
っ
て
い
こ
う
と
思
い
ま
し
た
。

「
め
ず
ら
し
い
ね
！
雪
で
も
降
る
の
か
な
？
」

と
今
は
お
手
伝
い
を
す
る
と
言
わ
れ
て
い
る
け
ど
、い
つ
か
は

「
い
つ
も
あ
り
が
と
う
ね
。」

っ
て
言
わ
れ
る
ぐ
ら
い
、
家
族
の
役
に
立
て
る
人
に
な
り
た

い
、
そ
う
思
い
ま
し
た
。

　

じ
ゃ
あ
、
私
に
は
何
が
で
き
る
の
か
、
そ
れ
を
考
え
る
こ

と
か
ら
始
め
ま
す
。

児童書 一般書『ぼくのまちをつくろう！』 『料理人のための ジビエガイド』

　本を開くと、まっしろなページに
おうちがひとつ。ここはぼくの家。
近くにはともだちの家を描いて、川
や森、パン屋に八百屋も忘れずに。
仕上げに道を描いて、橋をかけて
…？　想像力がどんどんふくらむ楽
しい絵本。

　捕獲した鳥獣（ジビエ）を、食材と
して利用しようという動きが活発に
なってきた昨今。しかし調理法を一歩
間違うと、かたくて臭みの強い肉に
なってしまう。この本では、狩猟の方
法から血抜き・解体の仕方までが写真
付きでていねいに解説されている。

★おいでおいで（乳幼児対象）毎月第２・第４木曜日
� 　　　　　　　　　　　　��　午前10時30分～10時50分
　　　 9日（木）かもがわ図書館
　　　23日（木）ロマン高原かよう図書館

★おはなしのへやスペシャル
　　※へそっぴーポイント対象事業
　　「わくわくおはなし会とブックバスケット」
　　　18日（土）環境改善センター多目的ホール

この本がよかった！
図書館利用者さんの「好きな本紹介」コーナー

『うみの100かいだてのいえ』
いわいとしお／著

偕成社

① この本を手に取ったきっかけは？
　弟から「幼稚園で読んでも
らったこの本がおもしろかっ
た」と聞いたこと。
② 本について教えてください！
　船の上からおちたお人形が、
うみのなかの100かいだてのへ
やをたんけんしたり、いろんな
おさかなに会ったりするおはな
し。おとしたぼうしやスカート
をさがすところがすき。

小学２年女の子
わかなちゃん発信！

おはなしのへやスペシャル
こどもの読書週間イベント

　平成27年４月18日（土）
場所　農村環境改善センター（加茂川庁舎隣）
10：30～おはなし会＊パネルシアターや歌遊び
11：10 ～ブックバスケット＊好きな本が

入ったかごを選んで、おうちの人
と読んだり遊んだり…。

対象　こどもとおうちの人（保護者）20組
＊おやつと飲み物を用意します。（実費）
＊ 申込みが必要です。詳しくはチラシを見

てね。
保育園、幼稚園、小学校で配布。公民館にもあります。

図書館内紹介 本や作品展示の風景

【５月　ブッポウソウがやって来る！】

【７月　夏休み宿題応援】

【６月　銀河の旅に
� 出かけよう】

【５月　戦国武将の兜】

【Ｈ27．２月
　　大和小学校５年生の絵（ロマン）
　　円城小学校５年生の絵（かもがわ）】



おめ

でとう満1歳
便

池
田　

陽
翔
ち
ゃ
ん
（
小
森
）

い
け
だ
　

は
る
と

平成26年４月24日生まれ

元気にすくすく大きく育ってね
母より

田
中　

華
望
ち
ゃ
ん
（
湯
山
）

た
な
か

か

の

平成26年４月22日生まれ

生まれてきてくれてありがとう。
お兄ちゃんと仲良く、元気に大
きくなってね！！ 

杉
田　

桂
人
ち
ゃ
ん
（
杉
谷
）

す
ぎ
た　

け
い
と

平成26年４月５日生まれ

元気な桂人くん　歩けるように
なったらパパと一緒に山を歩こ
うね♪
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吉備中央町　国際化推進協会会員募集
　この協会は、吉備中央町のもつ人的、知的資源を活用しながら、吉備中央町の国際化の推進を図り、
恒常的な国際交流活動を展開することを通じて、人づくり・まちづくりの推進に寄与することを目的
に活動している会です。
　●活動内容
　　・研修会・国際理解講座等の開催
　　・町内在住外国人の方との交流会開催
　　・中国語講座の開催
　　・中国淮安市淮安区友好交流事業
　　・使用済切手収集活動など
　●会員資格
　　国際交流に関心があり、当協会の目的に
　　賛同していただける方
　●会　　費
　　年間　５００円
　●お申し込み（受付開始４月１日）
　　国際化推進協会事務局（協働推進課内）
　　加茂川総合事務所、各支所、出張所

【お問い合わせ先】　国際化推進協会事務局（協働推進課内）　☎０８６６－５４－１３０１

中国語講座の様子

　本協会では使用済
み切手の回収事業も
行っています。
　集められた切手
は、海外の恵まれな
い地域への医療協力
活動などに役立てら
れています。

日　時　４月５日（日）、12日（日）、
　　　　19日（日）、26日（日）
　　　　いずれも、午後７時から

練習見学会

５歳以上
※ただし、小学生以下の方は保護者同伴の上、ご参加ください。
参加費　大人3,000円　　子ども1,500円

参加資格
うらじゃ連「まほろば」

きびプラザ３階大ホール
　　　　　（吉川4860－６）

☎090－3749－6060（代表：大森）
お問い合わせ先

会　　場

募集期間

団 体 名

　町内で活動しているスポーツや文化活動、地域づ
くりに取り組んでいる団体・グループを紹介します。
掲載を希望される場合は、企画課　公聴広報班にご
応募ください。

　お待たせしました！吉備中央町内のうらじゃ連「まほろば」では、５歳から50歳代のメンバー
まで、世代を超えて踊りを楽しんでいます。
　今年もメンバーを募集します。皆さん！一緒に楽しく踊ってみませんか！！

４月26日（日）まで



フォト
トピックス イベント情報

●ステージイベント
　かよう浪漫太鼓・岡山県警察音楽隊演奏・吉備中央児童合唱団コンサート・
バンド演奏、うらじゃ踊りや吉備高原学園高等学校の古武道演武、フラダンス
バトントワリング・もちまき等が催されます。

●吉備高原医療リハビリテーションセンターによる健康相談・身体測定
●国立吉備高原職業リハビリテーションセンター作品展示等
●国立吉備青少年自然の家によるハンドクラフト体験等

●食の市とフリーマーケット●吉備中央町の観光地や特産品をＰＲ

●主　催／吉備高原都市夢祭り実行委員会
　　　　　吉備中央町吉川4860-6　 ☎0866-56-8255

吉備高原都市さんさん祭り
雨天
決行

日時／平成27年4月19日（日）10：00～15：00
場所／吉備高原都市センター区　さんさん広場
　ステージイベントや食の市・フリーマーケットなどを賑やかに開催いたします。
楽しい春の一日をお過ごしください。

第24回

●日　　時 平成27年4月19日（日）　受付 9:00～　出発 9:30～
●集合場所　 老人福祉センター ふれあい荘（吉備中央町北1778－3）
●参 加 費　700円（保険代・軽食込み）●申込締切　4月10日（金）
●お申し込み・お問い合わせ先　 吉備中央町観光協会（協働推進課内）

　　　　　　　　　　　 ☎0866-54-1301　 0866-54-1311

『大和山ハイキング』参加者募集
　春の陽気のすがすがしい季節に 「ことわざの道」 で知られる遊歩道を大和山山頂まで歩い
てみませんか？
　山頂から眺める景色は最高。晴天の日には瀬戸内海までが一望でき、気分もワクワク。
　多数の方々のご参加をお待ちしています。

小雨決行

FAX

へそっぴー
ポイント
対象事業
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【
今
月
号
の
表
紙
】

▼
今
月
の
表
紙
は
吉
備
中
央
町
早
春

マ
ラ
ソ
ン
大
会
の
模
様
で
す
。

　
当
日
は
、
ス
タ
ー
ト
を
撮
影
後
、

コ
ー
ス
を
先
回
り
し
て
撮
影
を
行
っ

た
た
め
、
後
日
筋
肉
痛
。
日
ご
ろ
の

運
動
不
足
が
露
呈
し
た
取
材
で
し 

た
。

【
編
集
後
記
】

▼
少
し
前
に
年
が
明
け
た
か
と
思
え

ば
も
う
４
月
。「
行
く
１
月
、
逃
げ

る
２
月
、
去
る
３
月
」
と
は
よ
く

言
っ
た
も
の
で
、
年
明
け
か
ら
い
ろ

い
ろ
な
行
事
な
ど
で
忙
し
く
し
て
い

る
と
、あ
っ
と
い
う
間
に
も
う
４
月
。

　
で
す
が
、
４
月
か
ら
は
忙
し
く
な

い
か
と
言
え
ば
そ
う
で
も
な
い
。

　
４
月
以
降
も
年
度
替
え
や
新
た
な

環
境
で
生
活
が
始
ま
り
慌
た
だ
し
く

な
る
時
期
で
す
。

　
な
ぜ
４
月
以
降
は
こ
の
よ
う
な
言

葉
が
無
い
の
か
？
（
私
が
知
ら
な
い

だ
け
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
）
ふ

と
お
風
呂
に
入
り
な
が
ら
考
え
て
み

る
と
、
冬
は
日
照
時
間
が
短
く
、
活

動
時
間
が
限
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
慌

た
だ
し
く
感
じ
ら
れ
る
の
で
は
？
な

ど
と
自
分
勝
手
に
結
論
づ
け
て
は
み

た
の
で
す
が
…
。

　
ど
な
た
か
本
当
の
こ
と
を
ご
存
じ

な
方
で
、
取
材
で
カ
メ
ラ
を
抱
え
て

い
る
私
を
発
見
し
た
ら
、
ぜ
ひ
お
声

掛
け
く
だ
さ
い
。

 

石
井

　第４回「晴れの国 岡山」駅伝競走大会に
 　　吉備中央町の代表チームが出場！
　１月25日、岡山県内の各市町村がチーム編成して争う第４回「晴れの国岡山」
駅伝競走大会（主催＝岡山陸上競技協会）が開催され、吉備中央町からも代表
チームが出場しました。
　参加した、町内に在住または在勤の代表選手は、吉備高原マラソン愛好会の
メンバーや高校生・大学生・社会人の13名。８位入賞を目標に昨年から練習

を重ね、岡山市の旭川・百間川ランニングコース９区間42.195キロを力走しました。
　結果は、15位と惜しくも入賞は逃しましたが、選手は郷土の誇りを胸に、心を一つにして、たすきをつなぎ
ました。

お詫びと訂正
　広報きびちゅうおう２月号、６頁の平成26年度吉備中央町男女共同参画「川柳・絵手紙」コンテスト
入賞作品の記事において一部誤りがありましたので、ここにお詫びするとともに、訂正いたします。
　川柳部門　大人の部　小林幸子さんの川柳について　　訂正前　優秀賞　➡　訂正後　大賞

１区

４区

７区

２区

５区

８区

３区

６区

９区

吉備中央町代表選手［敬称略］
監　督　松

まつ
原
ばら
浩
こう
一
いち
郎
ろう
（上野）

コーチ　永
なが
易
やす
　静

しず
代
よ
（上野）

第１区走者（一般男子：６㎞）　長
なが
濵
はま
　公

こう
省
せい
（吉川）

第２区走者（中学男子：３㎞）　桑
くわ
村
むら
　大

たい
河
が
（吉川）

第３区走者（中学女子：３㎞）　竹
たけ
内
うち
　愛

まな
果
か
（吉川）

第４区走者（一般男子：4.0975㎞）竹
たけ
内
うち
　優

ゆう
太
た
（吉川）

第５区走者（一般女子：６㎞）　芦
あし
田
だ
英
え
利
り
香
か
（上野）

第６区走者（中学男子：３㎞）　松
まつ
原
ばら
遼
りょう
太
た
郎
ろう
（上野）

第７区走者（中学女子：３㎞）　赤
あか
木
ぎ
明
あ
日
す
香
か
（上野）

第８区走者（一般女子：4.0975㎞）�楢
なら
嵜
さき
　日

ひ
佳
か
（赤磐市）

第９区走者（一般男子：10㎞）松
まつ
原
ばら
　雄

ゆう
太
た
（上野）

控え選手
松
まつ
原
ばら
　成

なる
久
ひさ
（上野）・貝

かい
貫
ぬき
　史

あや
乃
の
（吉川）

笹
ささ
田
だ
　拓

たく
弥
や
（上野）・芦

あし
田
だ
未
み
沙
さ
都
と
（上野）


